
し
た
紀
元
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
の
政
治
史
を
解
説

し
、
三
世
紀
後
半
に
登
場
し
て
パ
ル
ミ
ラ
を
栄
光

と
破
滅
へ
と
導
い
た
、
女
王
ゼ
ノ
ビ
ア
の
生
涯
を

以
っ
て
結
ん
で
い
る
。

　
著
者
は
本
書
で
、
東
西
文
明
の
溶
鉱
炉
と
し
て

の
パ
ル
ミ
ラ
で
は
な
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
奔
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
独
自
の
世
界
を

形
成
し
て
い
っ
た
、
パ
ル
ミ
ラ
人
の
姿
を
描
く
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
パ
ル
ミ
ラ
の
歴
史
を
多
方

面
か
ら
研
究
し
、
そ
の
立
体
像
を
鮮
明
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
わ
が
国
最
初
の
著
書
と
し
て
、
本
書

は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
（
四
六
判
、
二
八
三
頁
、
「
九
八
○
年
四
月
十
日
、

　
　
近
藤
繊
版
社
、
世
界
史
双
書
2
4
、
二
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
川
　
徹
・
京
都
大
学
助
手
）

富
山
県
教
育
委
員
会
編

『
高
樹
文
庫
資
料
目
録

　
1
…
昭
和
五
二
、
五
三
年
度

　
　
　
歴
史
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
1
』

　
『
高
樹
文
庫
』
と
い
う
の
は
、
財
団
法
人
高
樹

会
の
有
と
な
っ
て
い
る
平
中
・
資
料
を
い
い
、
石

黒
信
由
（
一
七
六
〇
1
一
八
三
六
）
以
後
、
歴
代

石
黒
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
旧
蔵
書
・
資
料
類
を

内
容
と
す
る
。
　
「
高
樹
」
の
名
称
は
信
由
の
書
斎

号
「
高
樹
堂
」
に
由
来
す
る
。

　
石
黒
信
由
は
、
宝
暦
一
〇
年
射
水
郡
高
木
村

（
現
新
湊
市
高
木
）
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
、
二

三
歳
で
家
督
を
継
い
だ
あ
と
、
天
明
四
年
高
木
村

肝
煎
と
な
っ
て
以
来
、
新
田
開
発
・
用
水
建
設
・

検
地
測
量
・
地
図
作
成
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
力
量
を

発
揮
し
た
農
村
の
り
ー
ダ
！
で
あ
る
。

　
彼
は
、
算
学
を
関
孝
和
の
流
れ
を
汲
む
中
田
高

寛
に
、
ま
た
天
文
・
暦
鋒
を
麻
田
剛
立
門
下
の
西

村
多
神
に
、
ま
た
測
量
術
を
宮
井
安
泰
に
学
ぶ
な

ど
す
ぐ
れ
た
素
潜
者
に
つ
い
て
科
学
の
教
養
を
培

っ
た
。
こ
と
に
算
学
に
卓
抜
な
成
果
を
あ
げ
、

こ
の
時
期
空
前
の
業
績
と
い
わ
れ
る
代
表
的
著
作

「
算
学
鉤
致
」
を
は
じ
め
数
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

ま
た
検
地
・
用
水
・
薪
田
・
郡
村
・
市
街
に
か
か

わ
る
地
図
や
海
図
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
冊
子
類
の
な
か
に
も
、
文
化
年
間
の
測
量
野

帳
な
ど
が
お
び
た
だ
し
く
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が

基
礎
と
な
り
よ
り
広
域
に
わ
た
る
「
加
能
越
三
州

図
」
「
三
州
測
量
図
籍
」
「
加
能
越
三
州
大
路
水
雷
」

な
ど
の
地
図
・
図
籍
類
も
ま
た
彼
の
す
ぐ
れ
た
成

果
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
た
も
の

は
ご
く
わ
ず
か
な
一
端
で
、
そ
の
著
作
は
す
こ
ぶ

る
多
く
、
彼
の
多
才
ぶ
り
を
あ
ら
わ
す
。

　
こ
の
よ
う
な
学
才
は
、
信
由
以
後
の
子
孫
に
も

す
ぐ
れ
た
人
物
が
出
て
継
承
さ
れ
、
父
祖
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
も
保
存
し
て
き
た
。

　
そ
の
全
貌
は

　
一
、
和
算
資
料
（
約
一
、
○
○
○
部
）

　
二
、
古
文
書
（
約
一
、
五
〇
〇
部
）

　
三
、
古
地
図
（
約
一
、
二
五
〇
部
）

　
四
、
圏
　
　
書
　
　
　
（
約
二
五
〇
部
）

　
五
、
漢
籍
・
準
演
籍
（
約
二
〇
〇
部
）

に
器
具
二
〇
点
が
ふ
く
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
田
中
鉄
吉
・
早
苗
藤

作
氏
に
よ
っ
て
和
算
資
料
が
、
ま
た
中
島
正
文
氏

に
よ
っ
て
古
地
図
が
、
調
査
あ
る
い
は
分
類
・
整

理
さ
れ
、
部
分
的
に
目
録
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
資
料
の
全
体
は
、
昭
和
三
四
年
富
山
県

指
定
文
化
財
と
さ
れ
、
さ
ら
に
富
山
県
文
化
財
保

護
条
令
に
も
と
づ
い
て
、
　
一
括
し
て
窟
山
県
指
定

有
形
文
化
財
（
書
籍
）
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
、
そ

の
彪
大
な
量
と
内
容
の
難
し
さ
の
た
め
に
、
な
お

完
全
な
臼
録
の
な
い
ま
ま
に
推
移
し
、
以
来
一
刻

も
早
く
総
括
的
な
資
科
目
録
の
出
現
が
望
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
た
び
富
山
大
学
人
文
学
部
の
楠
瀬
勝

氏
を
主
編
と
し
、
木
下
良
・
永
田
英
正
・
藤
森
勉

・
藤
本
幸
夫
氏
等
の
富
山
大
学
関
係
者
、
高
瀬
保

・
竹
内
伸
一
・
保
科
斉
彦
・
蟹
田
二
郎
氏
等
富
山
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介紹

県
史
編
纂
班
の
方
々
、
広
瀬
誠
・
近
岡
七
四
郎
・

米
原
寛
・
関
学
氏
等
、
富
山
県
立
図
書
館
・
新
湊

市
文
化
財
審
議
会
・
富
山
梁
の
教
育
関
係
者
な
ど

の
メ
ン
バ
ー
に
、
県
外
よ
り
和
箕
な
ど
科
学
・
技

術
史
関
係
を
担
当
さ
れ
た
藪
内
清
・
吉
田
光
邦
・

吉
田
柳
二
氏
等
の
協
力
者
が
加
わ
り
、
各
分
類
毎

の
解
説
を
付
し
た
目
録
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
周
到
で
、
よ
く
整
っ
た
内
容
を
み
る
と
、
限
ら

れ
た
期
間
の
な
か
で
、
調
査
員
各
位
が
い
か
に
御

苦
労
さ
れ
た
が
行
間
に
滲
み
出
て
い
る
。
そ
の
成

果
は
、
当
代
の
定
評
あ
る
目
録
と
比
較
し
て
も
些

も
遜
色
の
な
い
嵐
来
栄
え
と
い
い
得
よ
う
。
関
係

老
の
御
苦
労
に
心
か
ら
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
が
緒
口
と
な
っ
て
石
黒
氏
歴
代
の
業

績
が
総
合
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

近
年
刊
行
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
目
録
の
ひ
と
つ
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
申
込
先
　
富
山
県
新
湊
市
本
町
二
一
一
〇
一
三

　
　
　
　
　
〇
　
新
湊
市
役
所
　
社
会
教
育
課

　
代
　
金
　
本
代
四
、
五
〇
〇
円
＋
送
料
（
代
金

　
　
　
　
　
は
、
同
国
録
及
び
請
求
書
を
受
け
取

　
　
　
　
　
つ
た
後
、
送
金
す
る
こ
と
）

　
　
　
　
　
（
B
5
判
　
五
一
二
頁
　
一
九
七
九
年
三
月

　
　
　
　
富
山
県
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
（
船
越
昭
生
　
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

搾
》
・
U
O
O
ひ
q
ω
財
。
灘
鋤
口
鳥

菊
齢
》
．
切
暮
囲
ぎ
（
O
儀
ω
．
）
”

　
》
昌
頃
陣
ω
8
臨
。
巴
の
8
ぴ
q
轟
O
げ
《

　
o
h
国
訟
α
q
冨
昌
働
曽
露
礁
白
巴
①
ω

　
歴
史
地
理
学
者
は
、
も
は
や
過
去
の
空
間
的
パ

タ
ー
ン
の
再
構
築
に
の
み
関
心
を
示
す
の
で
は
な

く
、
そ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ

ス
に
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
動
き
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学
界

に
お
い
て
、
し
だ
い
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
、
過

虫
に
関
す
る
諸
問
題
も
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
歴
史
地
理
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
こ
の
変
化
は
、

各
時
代
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
れ
ら
の
問
の

変
化
を
共
通
の
視
点
と
す
る
、
一
九
七
三
年
の
躍
●

ρ
U
雪
げ
唄
（
①
創
ω
・
）
“
》
名
。
≦
属
δ
8
贋
8
巴
O
①
？

鴨
節
℃
げ
団
O
略
国
昌
σ
Q
冨
旨
仙
と
本
書
に
お
け
る
テ
ー

マ
別
の
視
点
を
比
べ
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
本
文
は
十
四
章
か
ら
な
り
、
一
章
を
（
）
内

に
示
し
た
一
人
の
執
筆
者
が
器
量
し
て
い
る
。
な

お
、
前
半
で
は
一
応
、
時
代
別
に
一
章
を
な
す
が
、

一
五
〇
〇
年
以
降
を
対
象
と
し
、
こ
の
本
の
3
分

の
2
を
占
め
る
後
半
は
テ
ー
マ
別
の
構
成
を
と
る
。

　
第
一
章
（
囲
W
’
H
（
●
　
国
〇
阿
り
O
円
滑
ω
）
で
は
先
史
時
代
の

研
究
に
関
し
て
、
資
料
の
墨
髭
か
ら
、
年
代
測
定

法
、
文
化
の
連
続
性
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
遺
跡
に
関
す
る
空
間
分
析
、
仮
説
検
証

に
つ
い
て
展
望
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
申
草
（
H
・
凝
。
＆
豊
）
は
、
晩
期
鉄
器
時
代
社

会
の
空
間
構
造
と
そ
れ
ら
が
ロ
ー
マ
時
代
ブ
リ
テ

ン
社
会
に
与
え
た
影
響
、
ロ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
や
村

落
パ
タ
ー
ン
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
分
析

を
試
み
る
。

　
第
三
章
（
○
・
図
闇
｝
o
器
ω
）
で
は
、
ロ
ー
マ
時

代
と
ノ
ル
マ
ソ
の
征
服
と
の
間
の
時
代
が
扱
わ
れ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
王
国
の
発
生
、
社
会
組
織
、
二

村
や
都
市
の
変
貌
・
発
展
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。

　
第
四
章
（
男
》
．
U
＆
σ
q
q
・
び
○
口
）
で
は
、
U
o
ヨ
⑦
？

α
曙
b
d
o
o
園
の
分
析
か
ら
、
人
口
分
布
や
社
会
類

型
が
描
き
出
さ
れ
、
2
つ
の
発
展
モ
デ
ル
を
軸
と

し
て
、
社
会
や
町
、
工
業
に
つ
い
て
考
察
が
加
え

ら
れ
る
。

　
第
五
童
・
（
園
．
跨
b
d
9
は
⇔
）
に
は
、
十
四
世
紀
後

半
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
の
人
口
や
経
済
、
都

市
や
村
落
ま
た
商
工
業
な
ど
の
分
析
か
ら
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
東
部
・
東
南
部
の
発
展
を
描
き
出
す
。
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